
収型流動床式焼却炉を開発した

1）ので報告する。

1. 基本コンセプト

層内熱回収型流動床式焼却炉の基本コンセプトを下記
に，砂層部概念図を第 1図に示す。
１）砂層部の高い伝熱効率により，ボイラのコンパクト

化が図れる。
２）砂層内熱回収部は低腐食環境域であり，回収蒸気の

高温・高圧化が容易である。
３）砂層内から熱回収することにより，幅広いごみ質に

対応して最適燃焼バランスがえられ，上部フリーボ
ード部との組合せにより完全燃焼が達成できる。

４）ごみ供給量，発熱量の変動に対しても熱回収側流動
空気を調整することにより，砂層温度を制御し安定 じ

U′，U′mf：モデル装置の空塔速度，最小流動化速度
1.2 モデル実験結果

1）コールドモデル. Tadayuki Minoura・Masaaki Sakano

A municipal solid waste fluidized bed incinerator with high-efficiency heat 移厭 complete combustion. The
．即呭図層内熱回収型砂層部の概念図
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